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（１）制度の性格

災害共済給付制度とは、センターと学校の設置者との契約（災害共済給付契約）により、
学校の管理下における児童生徒等の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対して災害共
済給付（医療費、障害見舞金又は死亡見舞金の支給）を実施するもの。その運営に要す
る経費を国、学校の設置者及び保護者（同意確認後）の三者で負担することとなってい
る。

（２）幼稚園における加入状況（平成25年度）

（３）幼稚園における死亡見舞金給付状況（平成17年度～平成25年度）

人数 比率

加入 １，２７７，５３４人 ８０．６％

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

件数 1 3 1 1 0 0 1 1 1

ＪＳＣが行う災害共済給付制度について



（４）災害報告書の報告内容

主な報告内容は以下のとおり。

○災害発生の
・日時
・場所
・場合

○負傷の部位/疾病の種類
○災害発生の状況
○応急処置や医療機関への移

送など、災害発生に対して幼
稚園側のとった措置状況

○その他参考となる事項
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設置者名 ※受付番号

男年ﾌﾘｶﾞﾅ
被 災 ５歳 保護者等 氏

齢 女

教室(保育室)、体育館・屋内運動場､講堂､遊戯室､廊下､昇降口､階段､ベランダ、
園舎内

園

内

屋上、便所、その他（　　　　　　　　　　）

運動場･園庭､体育･遊戯施設､プール､排水溝､手・足洗場､水飲場､その他（　　　 ）
災害発生

の 場 所 園舎外 体育・遊戯

施設の場合

その種類

別記様式第７　別紙1(2)

氏名 生年幼 児 等 （受給者） 名
月日 年 月 日生3

鉄棒、ぶらんこ、シーソー、回旋塔､すべり台､ジャングルジム､雲てい､

への移

送など

の 場 合 　通園する場合及びこれに

　準ずる場合 その他（　　　　　） その他（　　　　　　）

災害発生 前
 平成　　２６年　１１月　　６日（木曜）午

の 日 時

登り棒､遊動円木､固定タイヤ､砂場、その他（　　　　　  　　　　）

道路､遊園地､運動場､山､林野､海､湖､河川､その他（　　　　　　　　　　　）園 外

１　保育を受けている場合 ２　寄宿舎にあるとき

災害発生
３　通常の経路方法により 登園中、降園中、 徒歩、バス、鉄道、

（注）１もに１件ごとに上部をつづり込み、医療費支払請求書に添付すること。部を含む｡）又は高等専門学校の浴児ここ
（注）３　※印は、記入しないこと。こここ校、高等学校（特殊教育諸学校の高等部を含む｡）又は高等専門学校の特児童
（注）４　この報告書の用紙は、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

保育中、砂場で遊んでいたとき、立ち上がろうとし
て、バランスを崩し転倒して、右足を捻った。

保護者へ連絡し病
院受診。その後保
護者へ引き渡し
た。

○○○医療費助成制度利用　自己負担○○○円

学校法人○○学園○○幼稚園
○○市○○町○-○-○

（保育所長）氏名　○○　○○

※ 決 定

（注）１　この災害報告書は、幼稚園（特別支援学校の幼稚部を含む。）又は保育所の幼児等の災害の場合に使用する
（注）１こと。生の災害の場合に使用してください。（特殊教育諸学校の高等部を含む｡）又は高等専門学校の児童、
（注）２　この災害報告書は、第１回目の医療費の請求を行うとき、医療等の状況（訪問看護、治療用装具若しくは生血

２６年　１２月　７日

幼稚園、保

育 所 名 及

び 所 在 地

印
幼 稚 園 長

だ さ
側のと

った措

置状況

その他参

考となる

事項ここ

安全　健一

平成21

１時３０分

平成

学校法人○○学園

安全　花子

アンゼン　ハナコ

9

（注）１又は調剤を要した場合は更に訪問看護明細書、治療用装具・生血明細書又は調剤報酬明細書を添付する｡） とと

上記のことは事実と相違のないことを証明します。

災害発生
災害発の 状 況
生に対

具 体
して幼

に 詳
稚園、

し て
保育所

後

応急処

置や医

療機関

学校・保育所の管理下
の範囲場合・場所の分
類表（10頁～13頁）
を参考に該当項目を選
択、記入してください。

「応急処置や医療機関

への移送など災害発生

に対して学校側のとっ

た措置状況の案内のほ

かに、時間の経過等に

ついて記入します。発

生日と診療開始日に間

がある場合、理由やこ

の間の症状について記

入してください。

「いつ、どこで、何をしていて、どうなったため、身

体のどの部位を、どうした。」を簡潔に記入してくだ

さい。

負傷部位は、「左右」等の違いに気をつけてください。

（不明確な場合、確認照会のため、請求書類を返送さ

せていただくことがあります。）
・第三者加害行為（交通
事故・飼い犬にかまれた
時等）に関連する災害の
場合は、損害賠償の有無
及びその金額について記
入してください。
・他の法令（乳幼児、こ
ども、ひとり親家庭医療
費助成制度等）と調整が
必要な場合は、必要に応
じて、制度名と自己負担
額等を記入してください
（医療等の状況（病院
用）・調剤報酬明細書の
「公費負担医療制度記入
欄」に記入がある場合は、
記入を省略してもかまい
ません）。

診療開始日の翌日以降と
なっていないか確認して
ください。時間は必ず記
入してください。特定で
きない場合は推測できる
一番近い時間を記入して
ください。

幼稚園（保育所）長・所在地
等の記入漏れ、幼稚園（保育
所）印の押印漏れがないよう
にしてください。

災害発生時の年齢を記入してください。



（５）災害共済給付請求（災害報告書の提出）の流れ

「災害報告書」は学校が作成し、学校の設置者を経由してセンターに提出される。



○ 災害共済給付業務によって得られる災害事例及び統計データを活用し、学校での
災害防止策の調査研究を実施

○ その成果を学校等に分かりやすく情報提供することで、事故の未然防止を図り、学
校の安全を支援

ＪＳＣが行う学校安全支援業務について



（１）学校事故事例検索データベースの公開

平成１７～２４年度に給付した総数４,５９４件
の障害・死亡事例を検索
（検索条件）学校種・場合別・競技種目・発生場所等

（２）学校災害防止に関する調査研究

これまでの調査研究実績（平成20年度から平成25年度）

報告書名 調査研究期間

体育活動における熱中症予防 平成25年度

通学中の事故の現状と
事故防止の留意点

平成25年度

学校の管理下における体育活動中の
事故の傾向と事故防止に関する

調査研究（頭頚部外傷）
平成24年度

学校における固定遊具による
事故防止対策

平成22・23年度

学校の管理下における
食物アレルギーへの対応

平成21・22年度

学校における突然死予防必携 平成22年度

課外指導における事故防止対策 平成20・21年度

学校給食における食中毒防止Q＆A 平成20年度

○ センターに「学校災害防止調査研究委員
会」を設置

○ 学校における特徴的な災害発生の実態
の把握や防止方法の調査・研究を実施



（１）幼児期の運動に関する指導参考資料（映像資料等）の作成（Ｈ２６年度末）

○ 幼児期に必要な多様な動きの獲得や体力・運動能力を培うために行う実践研究
の成果を中心に指導参考資料として取りまとめ、全国に提供

○ プール事故を含め、運動遊び中の事故防止に関する参考事例を加えた指導参
考資料とする

（２）学校事故対応に関する調査研究（Ｈ２６－Ｈ２７）

○ これまで発生した学校管理下での事件・事故災害における学校及び学校の設置
者の対応について実態を調査し、分析を実施

○ 学校事故再発防止に向けて、今後留意すべき点について取りまとめ

最近の文部科学省の教育・保育施設事故防止の主な取組


